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１ 三条市高齢者実態調査（日常生活圏域ニーズ調査）の概要 

（１）調査の趣旨 

三条市高齢者福祉計画・第 6 期介護保険事業計画において、高齢者福祉事業や介護

保険事業の内容を地域の現状に則したものとして着実に実行するため、地域の高齢者

の状況を把握する調査を実施し、地域が抱える課題に対応したサービスや事業の目標

設定及びニーズの把握、分析を行いました。 

 

（２）調査設計と調査票の回収状況等 

ア 調査の設計 

調査票作成 
国が示した調査票（96設問）と市独自項目（24設問）を合わせた
計 120 設問で調査票を作成しました。 

調査対象者と 
サンプル数 

三条市に居住する第１号被保険者 27,973人のうち、無作為に抽出
した 10,600人を調査対象者としました。 

抽出方法 各日常生活圏域における無作為抽出 

配布・ 
回収方法 

調査票の個別配布・回収を郵送で実施しました。 

調査の期間 平成 26年１月８日（水）～１月 24日（金） 

 

イ 調査の有効回答数・回答率 

本調査の有効回答数・回答率は次のとおりです。 

調査の有効回答数・回答率 

圏域名 対象者数（人） 配布数（人） 有効回答数（人） 回答率（％） 

全 体 27,973 10,600 8,288 78.2 

嵐北圏域 6,822 2,600 2,000 76.9 

嵐南圏域 8,551 3,274 2,526 77.2 

東圏域 6,699 2,490 1,985 79.7 

栄圏域 2,937 1,093 899 82.3 

下田圏域 2,964 1,143 878 76.8 
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２ 三条市介護保険運営協議会審議経過 

年 月 日 内  容 

平成26年７月29日 三条市介護保険運営協議会 第１回計画運営部会 

１ 平成26年度 計画運営部会の審議計画（案）について 

２ 高齢者福祉計画・第５期介護保険事業計画 平成25年度達成

状況について 

３ 高齢者福祉計画・第６期介護保険事業計画の策定について 

(1)三条市高齢者実態調査について 

(2)高齢者福祉計画・第６期介護保険事業計画の策定について 

平成26年７月31日 三条市介護保険運営協議会 第１回地域密着型サービス運営部会 

１ 平成26年度 地域密着型サービス運営部会の審議計画（案）

について 

２ 指定地域密着型サービス事業者の指定について 

３ 平成25年度 地域密着型サービスの状況について 

４ 高齢者福祉計画・第５期介護保険事業計画 平成25年度達成

状況について 

５ 高齢者福祉計画・第６期介護保険事業計画の策定について 

(1)三条市高齢者実態調査について 

(2)高齢者福祉計画・第６期介護保険事業計画の策定について 

平成26年７月31日 三条市介護保険運営協議会 第１回地域包括支援センター運営部会 

１ 平成26年度 地域包括支援センター運営部会の審議計画（案）

について 

２ 介護予防給付ケアマネジメント業務の委託について 

３ 平成25年度 地域包括支援センターの実施状況について 

４ 平成25年度 地域包括支援センターの収支決算について 

５ 高齢者福祉計画・第６期介護保険事業計画の策定について 

(1)三条市高齢者実態調査について 

(2)高齢者福祉計画・第６期介護保険事業計画の策定について 

平成 26年 12月 22日 三条市介護保険運営協議会 第２回地域包括支援センター運営部会 

１ 介護予防給付ケアマネジメント業務の委託について 

２ 平成26年度 地域包括支援センターの実施状況について 

３ 地域包括支援センターの人員配置基準について 

平成27年１月26日 第１回三条市介護保険運営協議会 

１ 高齢者福祉計画・第６期介護保険事業計画について 
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年 月 日 内  容 

平成27年３月17日 三条市介護保険運営協議会 第３回地域包括支援センター運営部会 

１ 介護予防給付ケアマネジメント業務の委託について 

２ 平成26年度 地域包括支援センターの評価について 

３ 平成27年度 地域包括支援センターの事業計画・収支予算

（案）について 

平成27年３月17日 三条市介護保険運営協議会 第２回地域密着型サービス運営部会 

１ 三条市指定地域密着型サービスの人員、設備及び運営等に関

する基準等を定める条例等の一部改正について 

２ 高齢者福祉計画・第６期介護保険事業計画における施設整備

計画について 

平成27年３月24日 第２回三条市介護保険運営協議会 

１ 高齢者福祉計画・第６期介護保険事業計画（案）に対するパ

ブリックコメントと市の考え方 

２ 高齢者福祉計画・第６期介護保険事業計画 

３ 介護保険運営協議会の委員数及び部会の見直しについて 
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３ パブリックコメント実施概要 

（１）案 件 名…高齢者福祉計画・第６期介護保険事業計画（案） 

（２）実施期間…平成 27 年２月６日（金）～２月 26 日（木） 

（３）提出意見…13 件（４人） 

（４）意見の内容と市の考え 

No. パブリックコメント要旨 パブリックコメントに対する市の考え 

１ 

【市民の意見反映について】 

パブリックコメントは市民にとって

意見が言える貴重な取組である。計画を

策定するにあたり、パブリックコメント

で出された市民の意見を反映していた

だきたい。 

 

市民の意見を反映して計画を策定するこ

とが重要であると考えていますので、パブ

リックコメントの御意見を考慮して十分に

検討を行います。 

２ 

【計画等の周知方法について】 

市民の方にもっと幅広く周知するた

め、ソーシャル・ネットワーキング・サ

ービス（ＳＮＳ）を活用して情報発信を

してはどうか。 

 

本計画については、ホームページに掲載

するとともに、概要版を全世帯に配布し、

お知らせすることとしています。 

なお、多くの市民に計画の内容や介護保

険サービスの情報をお知らせすることは重

要であると考えていますので、情報発信の

方法については検討をしていきます。 

３ 

【地域包括ケアシステムのイメージ図

について】 

イメージ図では、生活支援の担い手が

民生委員児童委員・シルバー人材センタ

ー・近隣住民となっていますが、特に「近

隣住民」という言葉は他人事のように思

われがちであるため、多くの市民が自分

のこととして捉えられるような表現に

してはどうか。 

例えば、老人クラブ・自治会・ボラン

ティア・ＮＰＯ等の具体的な表現をする

と、市民の自主性を促し意欲が湧いてく

ると思う。 

 

 

御指摘のとおり、老人クラブ、自治会、

ボランティア、ＮＰＯ等が生活支援の担い

手となることも重要であると考えていま

す。 

元気な高齢者により支援が必要な高齢者

を支える仕組みづくりを進めていくこと

や、地域において生活支援の体制を整えて

いくことを特に重点的に進めるため、「近隣

住民」という表現を地域組織である「自治

会・老人クラブ等」と改めます。 

４ 

【地域包括ケアシステムのイメージ図

について】 

次のとおり修正してはどうか。 

「生活支援」⇒「生活支援・介護予防」 

「近隣住民」⇒「地域コミュニティ、Ｎ

ＰＯ、近隣住民等」 

 

 

地域包括ケアシステムのイメージ図は、

支援が必要な高齢者が住み慣れた地域で暮

らすための視点から、三条市版として整理

したものであるため、「生活支援」の記載の

とおりとします。 

「近隣住民」の記載については、No.３に

記載したとおりです。 
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No. パブリックコメント要旨 パブリックコメントに対する市の考え 

５ 

【暮らしのサポートセンターについて】 

暮らしのサポートセンターの設置及

びコーディネーターの配置については、

シルバー人材センターが行う案になっ

ているが、決定事項なのか。 

シルバー人材センターは高齢者の働

く場を提供する機関として重要だと思

うが、サービスが利用しやすく、社会参

加がしやすい環境を整えていくために

は、市内に数か所サポートセンターの設

置やコーディネーターの配置があると、

より利用しやすくて提供しやすい環境

になるのではないか。 

 

暮らしのサポートセンターについては、

すでに生活支援サービスに取り組み、高齢

者の就業に関するノウハウもあるシルバー

人材センターに委託をすることとしていま

す。 

センター機能については、１か所での設

置を考えています。より利用しやすい体制

を整備するため、今後、センターの利用状

況や成果、課題等を検証し、その体制につ

いて検討していきたいと考えています。 

６ 

【暮らしのサポートセンターについて】 

センターが効果的に機能すれば「新し

い総合事業」「スマートウエルネス三条」

「地域包括ケアシステムの構築」の成功

につながると思う。 

コーディネーターについては、ＮＰＯ

法人まちづくり学校の「まちづくりコー

ディネーター養成講座」等の既存の取組

と連携しながら実施することで、効果的

に人材育成が図られるのではないか。 

また、デザインの力で地域の課題を解

決する「ソーシャルデザイン」への関心

が若い方の間で高まっている。若い方の

「やりたいこと」「できること」と「地

域から求められていること（地域の課

題）」を組み合わせる仕掛けを作ること

が必要ではないか。 

 

暮らしのサポートコーディネーターの育

成については、新潟県が開催する「生活支

援コーディネーター研修」を活用する予定

です。 

また、若い方の力をいかすことも重要で

はありますが、第６期期間中においては、

まずは元気な高齢者が生活支援の担い手と

なることに重点を置いて体制を整備してい

きます。 

７ 

【地域における生活支援体制の整備に

ついて】 

次のとおり修正してはどうか。 

「元気な高齢者などの地域住民が担い

手」 

⇒「元気な高齢者やボランティア、地域

コミュニティやＮＰＯなどの地域住民

が担い手」 

 

 

生活支援体制の整備について、第６期期

間中においては、まずは元気な高齢者等が

担い手となることを重点的に進めていくた

め、「元気な高齢者などの地域住民が担い

手」という表現とさせていただきます。 

なお、ボランティア団体や地域コミュニ

ティ、ＮＰＯ等については、生活支援体制

の整備に積極的に関わっていただくととも

に、元気な高齢者が担い手となり活躍する

場としての受け皿にもなっていただきたい

と考えています。 
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No. パブリックコメント要旨 パブリックコメントに対する市の考え 

８ 

【地域住民主体の支援活動の推進】 

次のとおり修正してはどうか。 

「元気な高齢者の活躍の場を創出し、多

様な担い手による生活支援に関するち

ょっとした困りごとをサポートできる

体制を構築」 

⇒「元気な高齢者やボランティアの活躍

の場を創出するとともに、地域コミュニ

ティやＮＰＯなど多様な担い手による

生活支援に関するちょっとした困りご

とをサポートできる体制を構築」 

 

No.７に記載した趣旨のとおりです。 

９ 

【シルバー人材センター補助事業】 

次のとおり修正してはどうか。 

「シルバー人材センター補助事業」 

⇒「シルバー人材センター及び地域コミ

ュニティ、ＮＰＯ補助事業」 

「高齢者の生活支援の体制整備に資す

る事業を重点的に補助します」 

⇒「地域コミュニティやＮＰＯなどの多

様な担い手による高齢者の生活支援の

体制整備に資する事業を重点的に補助

します」 

 

高齢者の社会参画を促進することが重要

であると考えているため、元気な高齢者が

生活支援の担い手となるよう、高齢者の就

業支援を行っているシルバー人材センター

の事業を重点的に支援していきます。 

なお、地域コミュニティやＮＰＯ等につ

いても、生活支援体制の整備に積極的に関

わっていただきたいと考えています。 

10 

【介護予防訪問指導員派遣事業につい

て】 

訪問型介護予防事業について、上越市

では「高齢者健康支援訪問事業」を行っ

ており、実績を上げている。 

家から出られない方に戸別訪問を行

うことは日常生活の意欲を高めるため

に有益であるとともに、生活習慣病、認

知症の早期発見、口腔ケアなど介護予防

に高い効果があると思う。 

上越市のような取組を実施してもら

いたい。 

 

 

効果的な介護予防を進めるため、現在、

介護予防訪問指導員派遣事業などの訪問型

の事業を実施していますが、他市の事業内

容等を参考としながら、引き続き、訪問に

よる介護予防を実施していきます。 

11 

【地域で行う介護予防の推進について】 

身体的な不自由が多少ある方でも、地

域の集落センター等に自分で行き、体操

をしたり、おしゃべりをすることが大事

なことである。 

集落センター等を活用した小規模の

グループ活動への支援を充実してほし

い。また、小学校を利用し、学区ごとの

健康教室もやってほしい。 

 

地域の集会所や集落センター等での集ま

りを活用して介護予防を推進することは重

要であると考えています。さんちゃん健康

体操サークルや老人クラブ等の小規模のグ

ループで、介護予防の講座や健康に関する

出張トークを利用していただいているとこ

ろであり、今後も講座等の利用促進を図る

ため、積極的な広報を行っていきます。 
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No. パブリックコメント要旨 パブリックコメントに対する市の考え 

12 

【老人クラブ補助事業について】 

老人クラブ会員数は大きく減少して

いる現状にあるが、老人クラブを再生し

て活用する具体策が示されていない。 

老人クラブは、地域集落の重要な相互

扶助の組織であり、住民同士で声掛け

し、助け合う絆をつなぐ役割を持ってい

る。 

老人クラブが減少する理由は、補助金

交付申請に係る手続きが煩雑であるこ

と、上部機関への負担金が多いこと、会

長のなり手がいないことである。上部機

関への負担金は県及び市が負担すべき

である。また、過疎地域では、近隣の集

落が集まり老人クラブを構成すること

も必要であり、運営面の支援を地域包括

支援センターにお願いしたい。 

 

老人クラブは、高齢者の福祉を増進する

ことを目的に、仲間づくりを通し、生きが

いや健康づくりなどの活動や地域に貢献す

る活動を取り組む団体ですが、御指摘のと

おり、会員数・クラブ数は減少傾向にあり

ます。 

少子高齢化の社会動態から、地域の担い

手として今後更に重要な役割を果たすもの

と考えており、そのあり方について老人ク

ラブ連合会と協議を行っていきます。 

補助事業については、公費で行うもので

あるため一定の手続きが必要であることを

御理解いただきたいと思います。なお、手

続きの煩雑さについては、十分に配慮して

いきます。 

また、上部機関への負担金については、

単位老人クラブ固有の問題と考えていま

す。 

13 

【認知症サポーター養成講座について】 

サポーター養成講座を受講した方に

対し、フォローアップ講座として、養成

講座の復習とデザイン思考に基づく行

動を促すためのワークショップを開催

してはどうか。 

今までのサポーターだけではなく、ビ

ジネス世代の若い世代にも関心を持っ

てもらい、「行動するサポーター」を増

やしていくとともに、その中からリーダ

ーを養成してチームを作りながら、「公」

と「民」が効果的に連携を図ることが重

要である。 

 

認知症サポーターに対するフォローアッ

プ講座を開催することは必要であると考え

ており、講座形式の研修だけではなく、グ

ループワークによる研修や介護サービス事

業所等での活動体験等を検討しています。 

ビジネス世代に対しては、企業等を通じ

て認知症サポーター養成講座の普及啓発を

努めていきます。しかし、ビジネス世代は

日中の自由な時間に制限があることから、

「行動するサポーター」として元気な高齢

者が担い手となるよう、効果的にフォロー

アップ講座を実施していきたいと考えてい

ます。 
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４ 三条市介護保険運営協議会委員名簿 

会長 田中 吉明      会長職務代理者 久保 冨彦       平成27年３月31日現在 （順不同） 

区   分 所    属 所属役職等名 氏  名 
所属部会 

役職名 

被保険者 

（９名） 

三条市自治会長協議会 会 長 久保 冨彦 計画（職務） 

三条市健康推進員協議会 副会長 小嶋 嘉代子 密着 

三条市食生活改善推進委員協議会 会 計 五十嵐 百合子 密着 

公募委員  渡邊 正明 計画 

公募委員  増井 まさ子 密着 

公募委員  安室 久惠 
包括 
兼計画 

公募委員  小林 みつ子 計画 

公募委員  藤川 成康 
密着 
兼計画 

公募委員  岡田 志津子 包括 

学識経験者 

（４名） 

三条市医師会 理 事 田中 吉明 計画（部） 

三条市医師会 副会長 水野 春芳 
包括（部） 

兼計画 

見附市南蒲原郡医師会 監 事 北澤 幹男 密着 

三条市歯科医師会 理 事 近藤 慎也 計画 

保健、医療 

または 

福祉の関係者 

（11 名） 

三条市民生委員児童委員協議会 監 事 相田 健 包括 

三条市社会福祉協議会 常務理事・事務局長 小林 東一 
包括（職務） 

兼計画 

三条地域振興局健康福祉環境部 副部長 内藤 敏美 計画 

新潟県看護協会県央支部 副支部長 飯田 敦子 包括 

三市南蒲地区介護支援専門員 
協議会 

介護支援専門員 髙井 久恵 包括 

市内医療機関 
医療法人 積発堂 
医療相談室主任 

荒井 章子 包括 

新潟県司法書士会三条支部 幹 事 長嶋 広明 包括 

市内介護サービス事業所 
ショートステイ・デイサービスセンター  
さかえの里事業所長兼管理者 

渡辺 辰美 密着 

市内介護サービス事業所 
特別養護老人ホーム 
つかのめの里 園長 

村山 裕子 
密着（部） 

兼計画 

市内介護サービス事業所 
特別養護老人ホーム 
長和園 施設長 

木村 善行 
密着（職務） 

兼計画 

市内介護サービス事業所 
介護老人保健施設 
いっぷく 事務長 

五十嵐 信行 密着 

被用者保険等 
保険者（１名） 

コロナ健康保険組合 常務理事 中嶋 和男 計画 

※所属部会：計画＝計画運営部会、包括＝地域包括支援センター運営部会、密着＝地域密着型サービス運営部会 
※役職名：部＝部会長、職務＝部会長職務代理者 
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